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研究会報告
3 おわりに
本稿で述べた乾燥過程による亀裂と柱状節理とは,形成するための物理的プロセスが異
なるだけに,単純な比較は難しい.たとえば,柱状節理の形成の主な要因は､火成岩の冷
却過程で生じる熱応力とされているが,その形成において,割れ目が ｢排熱口｣の役割り
を有意に果たすかは疑問である.熱応力による破壊現象に関しては,ガラス,セラミック
などの様々な物質での研究が盛んであり[7],これらとの関係も興味深い.
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